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【抄 録】 

競技外における競技に向けた日常の意識と心がけを指標化したラグビー選手の「意識と心がけ指標」の

有用性を先行研究より競技力が下位のチームにおいて検証し，新たに重回帰モデルを用いて検討するこ

とを目的とした． 

対象は同一チームに所属する選手 65 名で，指導者が主観的に判断した競技水準（４グループ）とラグビ

ー選手の「意識と心がけ指標」の回答結果との関係を分散分析で検討した．同指標の 5 つの下位指標の

うち 4 つ「ラグビー力」，「努力」，「自律と判断」，「回復力」においては先行研究と同様に競技水準が上位

のグループほど各指標の平均値が有意に高かった.下位指標 5「興味と好奇心」は選手の競技水準を反映

せず，先行研究とは対象の特性が異なるためと考えられた． 

また，競技水準に応じたグループを従属変数，ラグビー選手の「意識と心がけ指標」の 5 つの下位指標

を独立変数とし，重回帰分析で検討した結果，重回帰モデルの関連が確認され，競技に向けた日常の意

識と心がけから選手の競技水準を予測しうることが示唆された． 
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